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衆
議
院
議
員
首
藤
信
彦
君
提
出
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
強
化
に
つ
な
が
る
支
援
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
業
を
所
掌
し
て
い
る
外
務
省
経
済
協
力
局
民
間
援
助
支
援
室
に
お
い
て
は
、
例
年
、
年
度
当
初
に
、
国
際
開

発
協
力
関
係
民
間
公
益
団
体
補
助
金
の
対
象
案
件
に
つ
い
て
の
実
績
報
告
書
の
審
査
及
び
補
助
金
の
交
付
、
新
年
度
の
右
補

助
金
交
付
の
申
請
案
件
に
つ
い
て
の
審
査
等
に
よ
り
、
相
当
の
事
務
が
発
生
す
る
と
こ
ろ
、
本
年
度
当
初
は
、
こ
れ
ら
に
加

え
て
、
我
が
国
の
非
政
府
組
織
（
以
下
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
の
た
め
の
無
償
資
金
協
力
の
枠
組
の
整
備
及
び
拡
充
に
係

る
調
査
及
び
研
究
、
財
政
当
局
と
の
折
衝
等
を
含
む
一
連
の
事
務
に
忙
殺
さ
れ
、
総
じ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
支
援
体
制
強
化
の
た

ふ
く
そ
う

め
の
事
務
が
相
当
程
度
輻
輳
し
た
た
め
、
御
指
摘
の
よ
う
な
状
態
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
相
談
員
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
八
月
一
日
に
相
談
業
務
を
行
う
団
体
の
募
集
を
開
始
し
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
専
門

調
査
員
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
八
月
中
を
目
途
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
専
門
調
査
員
受
入
れ
希
望
団
体
の
募
集
等
を
開
始
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
「
保
健
分
野
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研
究
会
」
、
「
教
育
分
野
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研
究
会
」
及
び
「
農
業
・
農
村
開
発
分
野
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研

究
会
」
に
つ
い
て
は
、
近
々
実
施
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

一



こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
手
続
の
開
始
か
ら
事
業
の
現
実
の
実
施
ま
で
の
間
に
審
査
、
決
定
等
の
た
め
一
か
月
程
度
の
期
間
を

要
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
来
年
三
月
ま
で
の
間
に
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
相
談
員
制
度
」
に
つ
い
て
は
約
七
か
月
間
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ

専
門
調
査
員
制
度
」
に
つ
い
て
は
約
六
か
月
間
、
「
保
健
分
野
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研
究
会
」
等
に
つ
い
て
は
六
、
七
か
月
間
程
度
実
施

す
る
こ
と
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

な
お
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
強
化
の
た
め
の
研
究
を
目
的
と
し
た
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研
究
会
」
は
、
昨
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
相
談
員
制
度
」
及
び
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
専
門
調
査
員
制
度
」
の
実
施
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
随

意
契
約
に
よ
り
委
託
し
て
き
た
が
、
役
務
に
係
る
政
府
調
達
手
続
の
透
明
性
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
、
複

数
団
体
か
ら
の
企
画
招
請
方
式
又
は
一
般
競
争
入
札
方
式
に
よ
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
本
年
度
の

各
事
業
の
速
や
か
な
実
施
に
全
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
が
所
期
の
目
的
を
十
分
に
達
成
で
き
る
よ
う
で
き
る
限

り
の
努
力
を
払
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

外
務
省
に
お
い
て
は
、
職
員
の
休
暇
中
の
事
務
代
行
等
に
つ
い
て
は
遺
漏
の
な
い
よ
う
努
め
て
お
り
、
経
済
協
力
局
民
間

二



援
助
支
援
室
長
の
夏
季
休
暇
の
取
得
が
原
因
と
な
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
支
援
に
関
す
る
事
務
が
遅
延
し
た
と
の
事
実
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

三


